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このたびは充電式鉄筋カッタをお買
い上げ賜わり厚くお礼申し上げます。
ご使用に先立ち、この取扱説明書を
よくお読みいただき本製品の性能を
十分ご理解の上で、適切な取り扱い
と保守をしていただいて、いつまで
も安全に能率よくお使いくださるよ
うお願いいたします。
なお、この取扱説明書はお
手元に大切に保管してくだ
さい。

充電式鉄筋カッタ
モデル SC001G

取 扱 説 明 書
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●純正品以外のバッテリ・充電器をお使いになられると機械の故障の原因となりますので絶対に使
　用しないでください。
●改良のため、仕様および形状などは予告なく変更する場合があります。

直流ブラシレスモーター

SC001G

約１．７秒

モーター

電圧バッテリ

３２１mm（Ｌ）×２８５mm（Ｈ）×１０３mm（Ｗ）

標準付属品
六角棒レンチ（３・４）  
スパナ（１４×１７）
商品ケース  

　　　　　　ＳＤ３９０相当鉄筋
５６０Ｎ/ｍｍ（５７kgf/ｍｍ ）最大Ｄ１６（５/８”）２２

最大

直流３６Ｖ（４０max）

６．０kg（バッテリBL4025装着時）
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   コードの太さ
（導体公称断面積）

1.25 mm2

2.00 mm2

銘板記載の定格電流値で使用できる長さ目安

30 m50 m
30 m

～5 A未満 10～15 A未満５～10 A未満
10 m
20 m

15 m

2～3
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   コードの太さ
（導体公称断面積）

1.25 mm2

2.00 mm2

銘板記載の定格電流値で使用できる長さ目安

30 m50 m
30 m

～5 A未満 10～15 A未満５～10 A未満
10 m
20 m

15 m

2～3

（φ3～φ16ｍｍ）SC001G

押えボルト
押えナット

Ａ
Ｂ
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刃物の取り付け・取りはずしの際は必ずスイッチを切りバッ
テリを抜いてください。
・本体が作動して、けがの恐れがあります。

刃物を交換される場合は、次の手順で取り替えてください。
１．刃物はカッターヘッドに取り付けられる刃物Ａと、カッター
      ロッドに取り付けられる刃物Ｂとがあります。
      取り付け位置を間違えないように正しく取り付けてください。
２．カッターヘッドとカッターロッドの刃物を取り付けている
      六角穴付ボルト（4本）を、取りはずしてください。
３．カッターヘッドとカッターロッドの刃物取り付け部の汚れ
      やゴミを、取り除いてください。
４．刃物Ａをカッターヘッドに、刃物Ｂをカッターロッドに、
      六角穴付ボルトと座金でしっかり締め付けてください。
      （図参照）

注 )  説明を解かりやすくするためにイラ
 ストにはプロテクターが表示されて
 いません。切断作業する場合は「プ
 ロテクター」を絶対に外さないでく
 ださい。

警　告
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バッテリの取り付け・取りはずしについて

挿入方向

取りはずし
方向

1. バッテリを取りはずすときは、バッテリのボタンを押し
ながらバッテリをスライドさせると取りはずせます。こ
のときにバッテリをしっかり保持して取りはずしてくだ
さい。

2. バッテリを取り付けるときは、バッテリを本製品の
溝に合わせ、赤色部分が見えなくなるまで差し込ん
でください。

　

バッテリ

赤色部分

バッテリ残容量表示機能
• チ ェ ッ ク ボ タ ン を 押 す と バ ッ テ リ 表 示 ラ
   ン プ が 残 容 量 を 数 秒 間 表 示 し ま す 。

残容量表示ランプの点灯状態とバッテリ残容量

表示される残容量は、ご利用状況や気温などによって実際の残容量と異なる場合があります。

  
バッテリについて

• お買い上げ時は、バッテリは十分に充電されてい
　 ないため、バッテリ保護機能が働いている場合が
　 あります。（スイッチを操作すると本機は動く恐
　 れがありますので注意してください。）ご使用前
    に急速充電器で正しく充電してからご使用ください。

：点灯 ：点滅 ：消灯

バッテリ表示ランプ
バッテリ残容量

75% - 100%

50% - 75%

25% - 50%

0% - 25%

充電してください。

バッテリの異常
です。

チェックボタン

バッテリ表示ランプ

本製品にバッテリを差し込む前に、スイッチが切れ
ていることを必ず確認してください。
・スイッチを入れたままバッテリを差し込むと、事
　故の原因になります。
バッテリは確実に差し込んでください。ボタン上部
の赤色部が見えている場合は完全にロックされてい
ません。赤色部が見えなくなるまでしっかり差し込
んでください。
・差し込みが不十分ですと、はずれて事故の原因に
　なります。

※ご使用前にバッテリを充電器で充電してください。

ボタン

バッテリ残容量表示について

警 　告
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鉄筋をセットする位置が浅い場合には、切断の瞬間に鉄筋
の切断片や破片が飛ぶことがあり危険です。
また、刃物が破損する原因にもなります。正しく鉄筋をセッ
トしてください。

1. 切断作業を行う場合は、常に周囲と作業者自身の位置と姿勢
　 に十分気をつけてください。
2. 本文 2 ページの切断能力を参照してください。  能力以上の鉄
 　筋は絶対に切断しないでください。
3. 鉄筋以外の材料は切断しないでください。鉄筋以外の材料を
　 切断する場合は最寄りの弊社営業所へお問い合わせください。
4. 鉄筋を絶対に2本以上同時に切断しないでください。切断片
　が高く飛んだりして負傷する恐れがあります。また複数の鉄
　筋が予想外の動きをして手指をはさむなど負傷する恐れがあ
　ります。

鉄筋を切断する場合には、切断する鉄筋の太さ（直径）に
あわせて、押えボルトおよび押えナットを必ず調節し、刃
物に対して直角になるようにセットしてください。この調
節をおこたりますと、切断の方向その他の条件によっては
切断片が高く跳ねたり強く飛んだりして負傷する恐れがあ
ります。

1. プロテクターは絶対に外さないでください。
2. プロテクターは鉄筋の切断片が作業者側へ飛散するのを
　 防止する装置です。誤った使い方をした場合や、鉄筋の
　 切断片が鉄筋の延長方向へ飛散した場合には効果を発揮
　 しません。誤った使い方は絶対にしないでください。ま
　 た、鉄筋の切断片が飛散する方向には十分注意して作業
　 をおこなってください。 

操作方法
注 )  説明を解かりやすくするためにイラ

 ストにはプロテクターが表示されて
 いません。切断作業する場合に「プ
 ロテクター」は絶対に外さないでく
 ださい。

1. 左図のように、鉄筋を切断口に、カッターヘッド側の刃物
    に対して直角になるようにセットしてください。
    このとき、鉄筋の太さ（直径）にあわせて「押えボルト」
    とその「押えナット」を必ず調節し、固定してください。
　 鉄筋はこのボルトの頭部で支えられて、切断時にも刃物に
   　対して直角をたもちます。

　 

  

警　告

警　告

警　告

注　意

押えボルト

押えナット
鉄筋

刃物

鉄筋

刃物

押えボルト

鉄筋

押えナット

刃物

押えボルト

押えナット

鉄筋

押えボルト

鉄筋

押えナット

200mm以上

刃物A

切断片が200ｍｍ以下では切断はしないでください。
200 ｍｍ以下で切断した場合は、切断片が異常に高く跳
ねたり、飛んだりして負傷する恐れがあります。

警　告

プロテクター
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警　告

警　告

警　告

注　意

押えボルト

押えナット
鉄筋

刃物

鉄筋

刃物

押えボルト
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押えナット
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押えボルト
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刃物A

切断片が200ｍｍ以下では切断はしないでください。
200 ｍｍ以下で切断した場合は、切断片が異常に高く跳
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警　告

プロテクター

破損（刃欠け、ひびわれ）したり、変形した刃物はすみや
かに交換してください。鉄筋切断の際にはずれたり、われ
たりして重大な事故になる危険があります。

鉄筋が押えボルトにかからないような方向と長さでは、絶
対に切断しないでください。鉄筋を切断する場合には、押
えボルト側の鉄筋を必ず保持して切断してください。保持
しない場合は、切断した鉄筋が異常に高く跳ねたり、飛ん
だりして負傷する恐れがあります。

2. スイッチを入れると、刃物がついた「カッターロッド」
    が 前 進 し 鉄 筋 を 切 断 し ま す 。 こ の と き 、 「 カ ッ タ
    ー ロ ッ ド」が先端まで前進し停止するまでスイッチは
    引いたままにしてください。
3. スイッチを切ると「カッターロッド」はもとの位置ま
　 でもどります。
　「カッターロッド」は、先 端まで 前 進し停 止 するまで は、
　 途中でスイッチを切ってももとの位置へはもどりません。
　 これは、機械内部の油圧制御バルブが中間位置では開放
 　しないためです。同様に、「カッターロッド」がもとの
　 位置まで完全にもどるまでは、スイッチを入れても再
 　び前進しません。
　「カッターロッド」が 完 全 にもとの 位 置まで もどり停 止
 　してから、次の切断のためにスイッチを入れてください。
　 機械本体の外部表面の温度が70℃をこえるとパワーが低
　 下します。いったん冷却のために使用をやめてください。
 

　 

　 
　 

警　告

警　告

鉄筋

押えナット

刃物

押えボルト

※ 夏季や連続切断を行うと特に高温になりやすいので、ご
      注意ください。
※ バッテリを２個以上連続して使用する場合は、バッテリ
     を交換する前に、機械を十分に休ませ、冷ましてから使
     用してください。
 

抗張力の高い(硬い)鉄筋や輸入された硬い鉄筋を切断す
る際に切断片が飛んで負傷する恐れがあります。周囲の安
全を十分にお確かめのうえ作業をしてください。また、不
測の場合に備えて作業者は保護メガネをご使用ください。

警　告

空気穴

警　告
・機械の運転中には刃物類や他の回
　転部、摺動部および切り屑の排出
　部に手や顔などを近づけないでく
 　ださい。
・使用後または停電の際は必ずプラ
　グを電源から抜いてください。 

　

注
カッターヘッド先端の空気穴は製品が正常に作動するため
に必要な空気穴です。
空気穴が泥やほこりでふさがらないようにしてください。
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本機の特徴のひとつとして、切断時の負荷がかかった状態でも、
本体モーター部分を左右任意の方向へ360°自在に回転させる
ことができます。
狭くかぎられたスペースに、本機を差し入れて鉄筋を切断する場
合など、鉄筋を切りかかるところで本体が振られてスイッチ操作
がしにくくなることがあります。こうした場合にも、モーター部分を
自在に回転させて、スイッチ操作のしやすい位置を確保できます。

本機の「リターンバルブ」は、鉄筋切断時のトラブルにも対応でき
る便利な機能として設置されています。鉄筋を切断する際に、もし
切断途中でカッター刃物が材料にくいこんだまま停止してしまった
場合には、リターンバルブを付属の六角棒レンチにて時計回りと
反対の方向へ半回転ほどゆるめることで本体内部の油圧が解放
されてカッターロッドはもどります。トラブルを解消したあとは、必
ず再びバルブを締め込んでください。次の切断ができます。

  
リターンバルブを過度にゆるめると油の漏えいが発生するた
め、刃物が戻り始めたらすぐにリターンバルブを締め込んで
ください。 

　 
注　意

バッテリを装着する前にスイッチの引金を引き、離
したとき引金がもどることを必ず確認してください。
・スイッチの引金が正しく作動しないと、事故の

恐れがあります。
・スイッチは引金を引くと入り、離すと切れます。

スイッチロックの操作
・スイッチロックのA側を押すとスイッチの引金が
  引けます。

・スイッチロックのB側を押すとスイッチの引金が
  引けなくなります。

機械を使用しないときは、スイッチロックのB側を
押した位置にし、スイッチをロックしてください。

お客様ご自身でオイルの交換・補充はしないでください！

始業前点検を励行してください！

本取扱説明書のＰ.3～Ｐ.6「安全上のご注意」には、「警告」及び「注意」に分けて重要事項についてご説明して
います。ご使用の前に必ずよくお読みください。また、以下については始業前に点検を励行してください。

・お客様の取り付けたボルトの締め付けを確認し、必要に応じて増し締めをしてください。
・刃物に亀裂や破損がないことを確認してください。亀裂や破損がある場合には、必ず未使用の純正品と交換
してください。

点検時は、あらかじめ必ず製品本体からバッテリを抜いて
ください。

警　告

この油圧製品は、通常の状態であればオイル(油圧作動油)が外部へ漏れ出ることはありません。もし、製品本体
から外部へオイル漏れを発見された場合には、オイルの補充では直すことはできません。お客様ご自身でオイ
ルの交換・補充はなさらずに、お買い求めの販売店または弊社支店営業所に修理をお申し付けください。

警　告スイッチロック

スイッチ
A側 Ｂ側
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  引けます。

・スイッチロックのB側を押すとスイッチの引金が
  引けなくなります。

機械を使用しないときは、スイッチロックのB側を
押した位置にし、スイッチをロックしてください。

お客様ご自身でオイルの交換・補充はしないでください！

始業前点検を励行してください！

本取扱説明書のＰ.3～Ｐ.6「安全上のご注意」には、「警告」及び「注意」に分けて重要事項についてご説明して
います。ご使用の前に必ずよくお読みください。また、以下については始業前に点検を励行してください。

・お客様の取り付けたボルトの締め付けを確認し、必要に応じて増し締めをしてください。
・刃物に亀裂や破損がないことを確認してください。亀裂や破損がある場合には、必ず未使用の純正品と交換
してください。

点検時は、あらかじめ必ず製品本体からバッテリを抜いて
ください。

警　告

この油圧製品は、通常の状態であればオイル(油圧作動油)が外部へ漏れ出ることはありません。もし、製品本体
から外部へオイル漏れを発見された場合には、オイルの補充では直すことはできません。お客様ご自身でオイ
ルの交換・補充はなさらずに、お買い求めの販売店または弊社支店営業所に修理をお申し付けください。

警　告スイッチロック

スイッチ
A側 Ｂ側



14



15



愛知県安城市住吉町 3-11-8 〒 446-8502 SC001G-MJ-2309
TEL.0566-98-1711 （代表） CRE


